
  冬 の 自 然 教 室             信州子ども自然体験活動 

「冬の森の探検隊」実施報告書 
 
主催：有限会社Netplace（ネットプレイス） ／ 森環境教育事務所 
協賛：JA長野中央会様 
開催場所：戸隠高原 （戸隠森林公園・戸隠スキー場周辺） 
期日：平成 20年 3月 22日(土)14時 ～ 23日(日)15時  
参加者：10名（内スタッフ 2名） 
     子ども：中学 3年生、小学 6年生、年中 5歳（男の子） 
         4年生、3年生、2年生（女の子）  
     大 人：男性 3人、女性 1人 
     ※遠くは東京都練馬区から参加（１名）。他は長野市からの参加でした。  
宿泊：ホテル戸隠（長野県長野市戸隠越水 3507-73） 
活動報告： 
 3月 22日（快晴） 
  14：00 現地集合（ホテル戸隠） 

ホテル内にてスタッフからの行動予定説明と自己紹介の後散策。 
 
  15：00  戸隠スキー場へ。 

まだ初めて会ったばかりの子どもたちには独特の距離感があります。親や兄弟と

離れずに歩いています。 
スキー場に到着してまず最初に教えてもらったことは双眼鏡の使い方（自分仕様

にする方法）。双眼鏡は使ったことはあるけれど、それを自分の視力に合わせるこ

とと、遠近のピントを合わせることは知らなかったようでした。 
子どもたちはスキーヤーや戸隠連峰など思いおもいに眺め、あっという間に使い

方をマスター。そして森先生から戸隠連峰の谷に残る痕跡が雪崩跡であることを

教えてもらうと、はじめてみる痕跡に「あった、あった」「わぁ～」などの声が。

誰もが手にしたことのある双眼鏡ですが、早くも初めて目にする世界を発見した

ようです。 
ひととおり眺めたあと、戸隠スキー場のイベント「そば冬の陣」でおこなわれて

いる “振る舞いそば”をいただきにレストハウスへ。さすが日本三大そばの里。 
みんなとてもおいしく頂戴しました。ごちそうさま。 

 
        春の戸隠連峰   振る舞いそばをいただきました 
 
      食後ホテル周辺の森を散策。 
      雪が締まりつつあるとはいえ、木の幹のあたりはまだ締まりきってなく、子ども

も大人も片足全部埋まるまで沈むこともしばしば。でも子どもたちはそんなこと



はお構いなし。どんどん走りまわって雪の中にずぼずぼ入って喜び、雪合戦して

はしゃいだりと思いおもいに楽しんでいました。 
      この辺りから子どもたちにあった見えない垣根が取り払われたようです。初めて

会ってからほんの 1時間余り。年の上下に関係なく、上の子は下の子を妹のよう
にかわいがる様子が、また年の近い子どもたち同士からは、新しい友達ができた

嬉しさがたくさんの笑顔と一緒にあふれていました。 
そんなおり、お母さんが林の中のある木の上を指さして「あれなんだろう?」と一
言。森先生は「あったねぇ～、熊だなだね」。「クマダナ？」そんな顔をしながら

子どもたちはあっという間に集まって、はじめて聞く言葉と見るものに興味しん

しん。続けて森先生、「熊だなはね、熊がお休みするところ。上の枝を寄せ集めて

ベッドのようにするんだよ。その木に熊の爪痕があるかもね」。 
子どもたちは質問します。「熊って木に登るんだぁ」、「あんな高いところまで登る

んだ」、「何で高いところで寝るのかな」。そんなことをいいながら、使いこなした

ての双眼鏡で熊だなをじっとみつめます。こういうときはきまって森先生は何も

答えずに、にこにこしているだけ。子どもたちに想像力を働かせ続けます。しば

らくすると子どもたちは次第に木の周りに集まって爪痕を探しはじめました。「こ

れかな？」、「なんかここ、みっつ穴あいているみたいだよ」、「でも他ないしなぁ」。 

 
 熊だな      爪痕?らしき痕跡 

       
      ちょっぴり分かったような、でもなんとなくわからないような…。“不思議”を残

して次に進みます。これは次回の宿題かな。 
      再び森を歩くと生き物の足跡が。子どもたちは何だろうと考えます。すると森先

生「ここにたくさんあるホテルの従業員だね（笑）」。子どもたちはなんだろうと

いう顔をします。「狸だね。残飯あさりに来るんだろうね」。一同納得。 
      森を抜けるとレストラン「ヒマラヤの詩」の前に偶然たどりつく。森先生が「ネ

パールのお茶を飲もうか」。少し疲れていたので全員われ先に店内に。 

        
         ヒマラヤの詩さん 
      

 店内はネパールの装飾と調度品、販売物がきちんと並んでいてちょっとした異国

気分。ここが戸隠とは思えません。そんな非日常な中で、子どもたちは普通のミ

ルクティーを、大人たちはネパールのお茶（こちらはミルクから煮出したミルク

ティー）を注文。小学生にはまだ苦いようでしたが、疲れも癒せた、楽しいティ

ータイムとなりました。 



 
お店を出て帰宿。ちょっとの距離の散策でしたが、みなさんたくさんの新しい発

見があったようです。 
       

夕飯は 18：30～。それまでの間に希望者は入浴。姉妹の二人が新しいお友だちを
お風呂に誘ってくれました。3人仲良くお風呂場に。すっかり意気投合です。 

      夕食を食べ始めてすぐ、小学 6年生と年中の園児が遅れて到着ました。 

       
      仲良し女の子チーム お兄ちゃんと弟とお母さん  参加者一同 
 
      ボリュームたっぷりの夕飯でしたが、みんなしっかり良く食べました。 
      さぁ、次は夜の星空を見に行こう！ 
  
 20：00 ホテル前の駐車場で星空観察。空はよく晴れ、星もひときわ良く見えます。 
      でもなかなか土星が見つからず森先生も四苦八苦。子どもたちは待ちくたびれて、

暗い中、雪を投げたり、雪の小山登ったりして遊び始めます。けがをしないか親

はひやひや。でもそんな心配をよそに子どもはキャッキャ。こうなると無理に止

めさせるのではなく、スタッフや大人の視界からは出ないようにというルールを

決めて、はきちんと守るように言ってわからせます。たまにルール違反もあった

けどおおむね守っていたので、まぁ、よし。 
そして森先生、やっと土星を見つけたようです。こうなるとわれ先にと望遠鏡へ。

でも子どもたちは分かっていました。小さい子から順に見せるという譲り合いの

気持ちを。 
この日の土星は普段テレビや図鑑で見る横のものと違って“縦”になっていまし

た。参加者全員初めてみた生の土星はなんと“縦”だったのです（笑）。でも、

横からの姿しか知らなかった土星を縦で見られたことは貴重な体験。常識がまた

打ち破られた瞬間でした。 
満月が山の頂から昇ってきたので次は月面観察。満月は明るすぎるため、クレー

ターが見えづらいある意味悪条件。それでも月の辺の部分を凝視するとでこぼこ

感が何となくわかった様子でした。 
   

20：50  星空観察終了 
       寝るまでの間、子どもたちはみんなひとつの部屋に集まってなにやら楽しそう。

テレビでも見てるのかと思えば、いつの間にかまくら投げが始まっていたようで

す。昔も今もこれはかわらない宿泊の醍醐味でしょうか。お母さんが心配で顔を

出すと、なんで来るの? という目でみつめられたそうです（笑）。 
  
 22：50 興奮冷めやらぬまま消灯。 

 
 



 
 3月 23日（快晴） 

7：30 朝食 
9：00 ホテル出発。徒歩のまま木立の中を歩いて数十分、戸隠森林植物園へ。ここから

いよいよスノーシュー初体験。初めて履くものにみな悪戦苦闘。それでも全員装

着し、ストックを持って、いざ出発！ 
    初めてのスノーシューをはいて、えっちらおっちら。一番小さい子はまだスノシ

ューが大きいのか、歩幅が合わないのか、自分で自分のスノーシューをふんで転

んでしまいます。それでも頑張るその顔は、うん、まさにたくましい少年の顔だ。 
    けれど転ぶことによって体力消耗することを避けるため、スノーシューは脱いで

歩くことに。続けたいけれどこういう決断は大事。何より安全を第一に考えよう。 

     
     まだまだ元気一杯    つかれたかな？ 
 
    森先生はところどころで子どもたちを休ませ、糖分を取らせます。 
    でも“ただ”ではありません。 
    「斜面中腹にある二股の木を触ってきた人にシュークリームあげるよ～」と。 
    まさに“アメ”と“ムチ”。 
    それでも子どもたちはこのゲームを楽しんで、きゃっきゃきゃっきゃいいなが

ら木に向かってバタバタと走り出します。そして触ってきた子どもは約束のシュ

ークリームをほおばります。まだまだ元気一杯、大人の方が疲れているようです。 

     
     子どもは元気     でも大人は…   まだまだ余裕～ 
 
11：45 きつい斜面を、みんなふぅふぅいいながらやっと登り切り、平らなところで  

アウトドアランチの準備に。メニューはハヤシライスとベーコンとキャベツのス

ープ、ココア（大人はコーヒー）。 
    みんなでスノーシューを脱いで、雪の上を踏み固めます。そこを平らにしてコ

ンロで水を温めます。でもやはり準備に時間はかかります。そんな時間も子ども

たちは無駄にしません。想像力豊かに、落ちていた木の皮と葉、雪で創作物を作

っていました。う～ん。感心するくらいのなかなかの出来栄え。ブラボー！ 

     




